まず 個人に あって はすで に 模範が 出来 上り また その 模 

範が 完全 と い う 資格 を 具えた ものと して あるの だから、 

どうして もこの 模範 通りに ならなければ ならん、 完全 

の 域に 進まなければ ならん と 云う 内部の 刺激 やら 外部 

の 鞭撻が あるから、 模倣と いう 意味 は 離れます まいが、 

その代り 生活 全体として は、 向上の 精神に 富んだ 気概 

まいおう 

の 強い 邁往の 勇 を 鼓舞され るよう な 一 種 感激 性の 活計 

を 営む ようになります。 また 社会 一 般 から 云う と、 す 

でに こうい う 風な 模範的な 間然す ると， J ろな き 忠臣 孝 

子 貞女 を 押し立てて、 それらの 存在 を 認める くらいだ 

から、 個人に 対する 一 般の 倫理 上の 要求 はずい ぶん 苛 



せん。 来る にしても 駕籠に 揺られて 五十三次 を 順々 に 

越す の だから、 たやすく は 間に合い かねます。 間に合 

わないです むと すれば、 私が どんな 人間で あるか は、 

諸君に 知れずに すんで しまう 訳で ある。 知られな けれ 

ばよ ほどえ らい 人 だと 思 つ て くれやし ないかと 思う。 

こうやって 演壇に 立って、 フロック コ ） ^も 着ず、 妙 

な 神 戸辺の 商館の 手代が 着る ような 背広な ど を 着て 

ひょこひょこ していて は 安つ ぼくてい けない。 ゥンぁ 

やつ 

んな奴 かとい う 気が 起る にき まっている。 が 駕籠の 時 

代なら そうまで 器量 を 下げずに すんだ かも 知れない。 

交通の 不便な 昔 は、 山の 中に 仙人が いると 思って おつ 



徳が 維新 前と どういう 風に 違って 来た かと 云う と、 か 

の ビタリと 理想 通 リに定 つた 完全の 道徳と いう もの を 

人に 強うる 勢力が だんだん 微弱になる ばかりでなく、 

昔渴 仰した 理想 その物が いつの 間に か 偶像視 せられて、 

その代り 事実と 云う もの を 土台に して それから 道徳 を 

造り上げつつ 今^まで 進んで 来たよう に 思われる。 人 

間 は 完全な もので ない、 初めは 無論、 いつまで 行って 

もとづ ひょうぼう 

も 不純で あると、 事実の 観察に 本いた 主義 を 標榜し 

たと 云って は 間違になる が、 自然の 成 行 を 逆に 点検し 

て 四十 四 年の 道徳 界を 貫いて いる 潮流 を 一 句に つづめ 

て 見る とこの 主義に ほかな らんように 思われる から、 



れな いところ です けれど、 明治 四十 四 年の 今日は 社長 

だって 黙って いる。 そうして あなた 方 は 笑って いる。 

これほど 世の中 は穏 かにな つて 来たので す。 倫理 観の 

程度が 低くな つて 来たので す。 だんだん 住み やすい 世 

しあわせ 

の 中に な つ て 御 互に 仕 合でしょう。 

かく 社会が 倫理的 動物と しての 吾人に 対して 人間ら 

し い 卑近な 徳義 を 要求して それで 我慢す るよう にな つ 

しごく ぜんじ 

て、 完全と か 至極と か 云う 理想 上の 要求 を 漸次に 撤回 

してし まった 結果 はどうな るかと 云う と、 まず 従前 か 

ら 存在して いた 評価 率 (道徳上の) が 自然の 間に 違つ 

てこなければ ならない 訳になります。 世の中 は 恐ろし 



げる 前に あらかじめ 諸君の 御注意 を 煩 わして おきた 

い 事が あります が、 前 も 御 断り 申した ごとく 今日のお 

話 はすべ て 道徳と 文芸との 交渉 関係であります から、 

二種 類の 文学のう ち (ことに 浪漫主義の 文学のう ち) 

道徳の 分子の 交って 来ない もの は 頭から 取 除け て 考え 

ていた だきたい。 それから よし 道徳の 分子が 交って い 

て も 倫理的 観念が 何らの 挑撥 を 受けない —— 否 受け 

得べ からざる ていの 文学 もまた 取り除け て 考えて いた 

だきたい。 それら を 除いた 上で この 二種 類の 文学 を 見 

渡して 見る と 浪漫主義の 文学に あって は その 中に 出て 

くる 人物の 行為 心 術が 我々 より 偉大で あると か、 公明 



傾き さえ あるが、 つまり は 普通の 人間 をた だ ありの 

えが 

ままの 姿に 描く ので あるから、 道徳に 関する 方面の 行 

し か まぬ 

為 も 疵瑕 交 出 するとい うこと は 免 かれない。 ただこう 

いう あさましい ところの あるの も 人間 本来の 真相 だと 

うなず ひと がてん 

自分で も 首肯き 他に も 合点させる の を 特色と して いる _ 

この 二つの 文学 を 詳しく 説明 すれば それだけで 大分 時 

間が 経ちます から、 まあ 誰も 知っている ぐらいの 説明 

ごめん こ-つむ 

で 御免 を 蒙って、 この 二つの 文学が 前の 二 傾向の 道 

徳を その 作物 中に 反射して いると いう ことにさえ 気が 

つけば、 ここに 始めて 文芸と 道徳と がいずれ の 点に お 

いて 関係が あるかと 云う こと も 明かに な つ て 来ようと 



こうすれば 文芸と 道徳の 関係が 一 層 明瞭になる のみな 

は つ きリ 

らず、 また 浪漫 自然 二 文学の 関係 もまた 一段と 判然す 

るだろう と 思います。 第一、 浪漫派の 内容から 言う と、 

ぜん 

前 申した 通り 忠臣が 出て 来たり、 孝子が 出て 来たり、 

貞女が 出て 来たり、 その他 いろいろの 人物が 出て 来て、 

すべ て 読者の 徳性 を剌 激して その 刺激に 依って 事 をな 

す、 すなわち 読者 を 動かそうと 云う 方法 を 講じます か 

ら、 その 刺激 を 与える 点 は 取りも直さず 道義 的で ある 

と 同時に 芸術的に 違ない。 (文学と 云う ものが 感情 性 

ちょ うは つ 

の ものであって、 吾人の 感情 を 挑撥 喚起す るの がそ 

の 根 本義と すれば) かく 浪漫派 は 内容の 上から 云って 



達する ことができなければ、 それ こそ 作物 自身が 悪い 

ので あると 云わなければ ならない。 悪い という 意味 は 

でき そ， ) な 

作物が 出来 損って いるので す、 どこか 欠点が あると 云 

うのです。 前説 明した 言葉 を 用いて 評すれば、 そうい 

う 作物に は どこか 不道徳の 分子が ある、 すなわち どこ 

か 非 芸術のと ころが ある、 すなわち どこか 偽り を 書い 

ている の だとい う 事に 帰着す るので す。 ありのままの 

本当 を ありのままに 書く 正直と いう 美徳が あれば それ 

が 自然と 芸術的に なり、 その 芸術的 の 筆が ま た 自然 善 

い 感化 を 人に 与える の は 前段の 分解的 記述に よっても 

う 御 会得に なった 事と 思います。 自然主義に 道義の 分 



ベる と 低くな つた、 あるいは 狭くな つたと いう だけに 

過ぎない。 だから 昔の ような 理想の 持ち 方 立て 方 も 結 

構で あるか も 知れぬ が、 また 我々 も 昔の ような ロマン 

チシ ストで ありたい が、 周囲の 社会 組織と 内部の 科学 

的 精神に もまた 相当の 権利 を 持たせなければ 順応 調節 

の 生活が できに くくなる ので、 自然 ナチ ユラ リス チッ 

クの 傾向 を 帯びるべく 余儀なく される ので ある。 けれ 

ども 自然主義の 道徳と 云う もの は、 人間の 自由 を 重ん 

ま ね おそれ 

じ 過ぎて 好きな 真似 をさせる という 虞が ある。 本来 

ほうじゅう ふき 

が 自己本位で あるから、 個人の 行動が 放縦 不羈に なれ 

ばなる ほど、 個人と して は 自由の 说楽を 味い 得る 満 ay 



かない。 道徳 を 離れる ことができなければ、 一 見 道徳 

と は 没交渉に 見える 浪漫主義 や 自然主義の 解釈 も 一 考 

して 見る 価値が ある。 この 二つ の 言葉 は 文学者の 専有 

物で はなく つて、 あなた 方と 切り離し 得べ からざる 道 

徳の 形容詞と し て すぐ 応用が できる というの が 私の 意 

見で、 なぜそう 応用が できる かとい う 訳と、 かく 応用 

された 言葉 の 表現す る 道徳が 日本の 過去 現在に 興味 あ 

る 陰影 を 投げて いると いう 事と、 それから その 陰影が 

どういう 具合に 未来に 放射され るであろう かとい ぅ予 

想と —— まず これらが 私の 演題の 主眼な 点な ので あり 

ま ^9 



• 明治 四十 四 年 八月 大阪 において 述. 



底本 ： 「夏 目漱石 全集^」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1988 (昭和 S) 年 7 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本" 「筑摩 全集 類聚 版 夏 目漱石 全集」 筑摩 書房 

1971 (昭和^) 年 4 月〜 1972 (昭和^) 年 ー 

月 

※底本で、 表題に 続いて 配置され ていた 講演の 日時と 

場所に 関する 情報 は、 ファイル 末に 地 付きで 置き まし 

た。 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 " 大野 晋 

1999 年に 月^日 公開 



2 oo 4 年 2 月^日 修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



